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総
会
で
は
堀
合
辰
夫
会
長
が
「
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
同
会
も
今
年
で

十
八
回
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
喜

ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
時

間
の
許
す
限
り
、
会
員
同
士
の
親
ぼ

く
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
そ
の
後
、
平
成
十
四
年
度
の

事
業
報
告
や
本
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
沼
崎
喜
一
町
長
が
町
の

近
況
を
報
告
。「
同
郷
の
会
の
皆
さ

ん
に
は
、
町
の
発
展
の
た
め
ご
協
力

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
四

月
に
統
一
地
方
選
挙
が
行
わ
れ
、
町

議
会
で
は
四
人
の
新
し
い
議
員
が
誕

生
。
議
長
、
副
議
長
は
と
も
に
留
任

と
な
り
ま
し
た
。
市
町
村
合
併
が
話

題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
と
し
て

は
当
面
、
単
独
で
自
立
の
道
を
選
び

ま
し
た
。
ま
た
懸
案
で
あ
っ
た
県
立

山
田
病
院
の
建
設
は
、
土
地
区
画
整

理
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
柳
沢
地
区

に
決
定
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
が
い
つ

古
里
に
帰
っ
て
き
て
も
温
か
く
迎

え
、
人
情
の
あ
る
町
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

町
に
対
し
て
の
ご
提
言
な
ど
を
お
願

い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
の
モ
ニ
ー

ク
・
ル
ー
ヘ
文
化
報
道
部
長
が
「
こ

れ
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
進
め

て
き
た
山
田
と
オ
ラ
ン
ダ
。
こ
れ
か

ら
も
関
係
が
よ
り
強
く
な
っ
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
、「
懇
親
交
流
の

集
い
」
は
、
佐
々
木
良
一
町
議
会
議

長
の
乾
杯
の
音
頭
で
幕
が
開
け
、
同

郷
人
同
士
が
古
里
を
懐
か
し
み
な
が

ら
、
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
会
場
で

は
山
田
の
秋
祭
り
な
ど
を
収
録
し
た

ビ
デ
オ
の
上
映
や
販
売
を
実
施
。
ま

た
、
物
産
販
売
や
特
産
品
が
当
た
る

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
皆
さ

ん
は
古
里
を
思
い
出
し
満
足
し
た
様

子
。
最
後
に
地
区
ご
と
に
記
念
撮
影

を
行
い
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
会

場
を
後
に
し
ま
し
た
。

第１８回

ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会

同郷155人が集い親ぼく深める

東
京
近
郊
に
暮
ら
す
本
町
出
身
者
な
ど
が
集
い
、
交
流
を
深
め
合
う

「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」
が
六
月
十
六
日
、
中
野
区
の
サ
ン
プ
ラ
ザ

を
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
十
八
回
目
を
迎
え
る
同
会
に
は
、

百
五
十
五
人
が
出
席
。
町
か
ら
も
沼
崎
喜
一
町
長
を
は
じ
め
職
員
五
人
、

町
議
会
か
ら
は
佐
々
木
良
一
議
長
ら
四
人
、
さ
ら
に
山
田
町
商
工
会
の

阿
部
幸
栄
会
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
会
で
本
年
度
の
事
業
計
画
や
収

支
予
算
な
ど
を
審
議
し
た
後
、
参
加
者
お
待
ち
か
ね
の
「
懇
親
交
流
の

集
い
」
が
開
か
れ
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
に
談
笑
の
輪
が
い
く
つ
も
で
き

る
な
ど
、
年
に
一
度
の
同
郷
人
同
士
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

今年は155人の同郷人が集い、
東京に山田弁を響かせました

物産販売も行われ、参加者は古里
の味を次々と買い求めていました

【３】
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堀
合
会
長
が
春
の
叙
勲
を
受
章

「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」

の
会
長
で
あ
る
堀
合
辰
夫
さ
ん

（
七
〇

）
が
平
成
十
五
年
度
春
の

叙
勲
で
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

堀
合
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
六
年
に

弁
護
士
と
な
り
、
昭
和
三
十
八
年
に

は
堀
合
辰
夫
法
律
事
務
所
を
開
設
。

以
来
、
数
々
の
著
名
事
件
に
携
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
弁
護
士

会
連
合
会
の
常
務
理
事
や
東
京
家
庭

裁
判
所
調
定
委
員
・
参
与
員
な
ど
の

要
職
を
歴
任
。
今
回
の
受
章
は
長
年

に
わ
た
る
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら

れ
た
も
の
で
す
。

堀
合
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご

活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

山田を離れて42年になります。会では郷土の言葉に
触れることができ、毎年楽しみに参加しています。会
はわたしにとって元気の源。ストレスの解消になりま
す。参加者に配布された山田湾の写真を見ましたが、
古里の風景を思い出しオランダ島でイモを炊いて食べ
ていた頃がよみがえってきました。あの頃と同じ素晴
らしい自然をいつまでも大切にしてほしいですね。

素晴らしい自然大切に
神奈川県葉山町

山 崎 時 彦さん（６０歳）

〔大浦出身〕

都会に住んで感じますが、やはり山田は水も空気も
すべてのものが最高です。実家や親戚、友人が旬のも
のを送ってくれるので、いつも楽しみにしています。
最近は山田に帰っていないので、こうした山田弁が飛
び交う会場で友人と再会し、思い出話や近況報告など
をすると、とても心が和みます。山田に帰った気分に
なりますね。来年もぜひ参加したいと思います。

古里に帰った気分です
埼玉県熊谷市

今 井 京 子さん（４６歳）

〔大沢出身・旧姓福士〕

会には、１回欠席した以外はすべて参加しています。
知らない人たちでも郷土の話で盛り上がり、古里山田
を身近に感じることができます。また、いくつになっ
ても田舎の味が忘れられず、すっとぎなどの物産をた
くさん買いました。足腰が達者なうちは、会に参加し
続けたいですね。来年、喜寿を迎えるので、山田での
同級会で友人に会えることを楽しみにしています。

田舎の味忘れられない
神奈川県横浜市

福 士 和 夫さん（７５歳）

〔川向町出身〕

同
郷
人
同
士
が
集
れ

ば
会
話
も
弾
み
ま
す

特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
が
行
わ
れ
、
当
せ

ん
者
は
う
れ
し
そ
う
に
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た

懐
か
し
い
人
と
の
思
い

出
話
は
尽
き
ま
せ
ん

勲四等瑞宝章を受章した
堀 合 辰 夫さん


